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令和2年度 事 業 報 告 書
特定非営利量勤法人壺壺三董艶丞塵Ω全

1 事業の成果
総括

新型コロナウイルス感染症の流行は、私たちの生活を一変させました。

年度始めの総会は主に書面による評決となり、会議は一部を除きリモートでの開催となりました。

「山キヤンプ」「乳・幼児の集い」「感謝と交流の集い」といつた子供参加の行事も中止となりました

。一方、支部活動の中では、リモートでの子供参加のハロウインやクリスマス会。本の読み聞かせ等の

取り組みが広がつて、子供たちヘクリスマスプレゼントや入園や進学。進級のプレゼントを贈る支部も

ありました。困難な1年ではありましたが、会員皆様の創意工夫で乗り越えた1年でもありました。

4月 に世田谷区。江戸川区で始まつた区立児童相談所設置は、 7月 には荒川区が加わりました。フオス

タリング機関の運用は、区の考えにより違いが見られますが、 3区は東京養育家庭の会の要望のとおり
児童養護施設・乳児院がフオスタリング業務を受託しました。東京養育家庭の会では 10月 に3区の里
親連絡会議を持ちその意見をもとに、令和 3年 1月 に東京都社会福祉協議会児童部会・ 乳児部会と合同
で特別区長会事務局に対し要望書の提出を行いました。

都立児童相談所でも多摩児童相談所が 10月 からフオスタリング機関の運用を開始し、児童養護施設二

葉学園が包括的な(リ クルートから里親子支援までの)フ オスタリング業務を受託しました。
◆里親会の動き

課題別プロジエクトについては従来の受託事業運営委員会・監査委員会・行政担当プロジエクトに加え

①全国里親会会費値上げ検討プロジエクトが発足し、値上げには応じずこれまでの納入額での会費納入

を決定しました。

② lT化に向けたプロジエクトでは、会員管理のIT化。ネツトバンキングの活用等の検討を行い、随時
運用開始となりました。

事務局体制については、事務局と渉外担当を分け事務局員の配置も行いました。コ回ナ感染症拡大の中

、事務局員の連携室に集まつての作業は十分とはいきませんでしたが、リモートでの会議も含め毎月第

2火曜日の事務局会議。第 4火曜日の研修会議は実施し、情報の共有を行つてきました。
10月 から養育家庭と養子縁組家庭のダブル登録ができるようになつたことで、ダブル登録希望者の増
加が見られました。その動きも含め認定前研修参加希望者は増加傾向にある中で、この度のコロナ禍に

より施設実習が困難な状況になつたことが重なり、認定前研修の施設実習待機者が多数発生しているこ

とが次年度の課題として残りました。
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養育家庭 16家庭
①全体会交流会事業
・ コロナ禍で今年度は表彰の
みで開催

11月 20日 都庁 4名

養育家庭に対す
る支援事業

②里親交流畢栗
・ 前年度に続き、里子を社会
へ巣立
せた里親の集いを予定

(緊急事態宣言により中止
としたが

4月 29日

(中止 )



今 後延 期 も考 慮 する

③里親促進事業
・ 支部活動を助成 支援 □田 各支部 2名 匿男遍 737

④里親相談事業
・有識者による養育。その他

相談
随時
養育家庭連携

室
1名 養育家庭 1家庭 30

⑤つなぎ資金の運営
。里子の進学・ 就職に必要な

資金の一時的立普
随時

養育家庭連携

室 1名 養育家庭 1家庭

養育家庭で育つ
子供への支援事
業

①自立支援事業 (中高生 )
。自立・進学の準備講座を開

催

8月 16日

(中止 )

NPOセ ンター

(中止 )
0

②子供支援事業 (幼児・学童

期 )

a,学童期事業 (山キヤンプ )
。新型コロナウイルスの影響

により中止

8月 21日

～23日

山中湖林間寮

(中止 )
5

b,幼少期事業
・ 新型コロナウイルスの影響

により中止

10月

(中止 )

すみだ水族館

(中止)
0

③招待行事

a,デイキヤンプの実施。 (ア
サヒKIDSプ ロジエクトと
共催 )
。企業の計画縮小により開催

が中止となつた

中止 中止 0

b:その他
・音楽鑑賞。オンワート樫山
。キツザニア・各種団体から

の招待等

(キ ツザエアのみ10“ 4.23、

その他は中止 〕

随時

各種団体の招

待により異な

る

2名
当会の養

育家庭
4家庭 3

④ユース事業の支援
・ 交流事業

(コロナのため中止)

10月

(中止 )
0

養育家庭及び養
育家庭制度に関
する

情報収集及び情
報提供事業

①第66回・関東甲信越静里

親協議会
。大会中止
。大会の代表者会議

7月 12日

(中止 )
4月 11日

12月 19日

2月 6日

神奈川県

#fi
Zoom

各 2名

当会の養

育家庭

0

0

②第65回  全国里親大会
(コロナのため中止 )
。研修会
・会長会

10月 3日

10月 27日

10月 26日

2月 13日

…14日

徳島県

(中止 )
衆議院会館

衆議院会館
Zoom

2名
当会の養

育家庭
5名 21

③関係機関との交流
。東京都社会福祉協議会との

連携 (全国児童養護施設協議

随時 *flfi
Zoom

6名 19



会・東京都社会福祉協議会児

童部会・ 等 )アン基金
・ Tafcaと の交流、他

養育家庭に関す
る普及広報事業

①会報の発行
・会独自の会報を発行

7月

12月

3月

部 内 3名
当会の養

育家庭

会員及び

関係機関
400部 X3

130

②広報活動
・養育家庭制度及び会の活動

を紹介し、広く里親制度を広

報するためのホームページ、

リーフレツトの作成

随時 都内 3名 47

③勉強会
・里親に対する研修・里親及

び里親関係者、一般に対する

勉強会の開催

5月 31日

(中止)
3名 0

その他事業

①その他
。特別区児童相談所に関する

意見交換会

・特別区長会事務局 要望

10月 12日

12月 8日

1月 14日

1月 22日

1月 30日

2月 9日

1月 15日

都内

Zoom

都内

3名

0

0

養育家庭に対す
る教育事業 (受
託事業 )

里親養育力向上計画総合プログラム事業

①里親研修事業 随時 部内 11名

東京都の
里親家庭

20,033

② 『 Toky。里親net』
。東京都と共同で発行し、登

録里親、会員、関係者に配布

毎月1回

発行

目肇壺エロ
室

6名

1,439
③ホームページの管理 随時

□肇憲藁覇
室

2名

④普及啓発活動
・都や区市町村と協力し、養

育家庭制度の普及啓発のため

の体験発表等

□□
児童相談所

都内全城
15名

養育家庭支援事業

①支援員連絡会・勉強会 年 5回 NPOセンター
Z00M

2名
養育家庭
支援員22
名

5,048②養育家庭への支援
。各支部に支援員を配置し、

地域の児童相談所と連携して

養育家庭に対する支援活動を

行う。

随時
各児童相談所

他
22名

養育家庭
とそこで
暮らし育
つ子供


